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ごあいさつ

　2005年８月１日に旧宇和島市、旧吉田町、旧三間町、旧津島町が合併して誕生し

た宇和島市は、合併後の2007年に、まちづくりの基本方針となる「第１次宇和島市

総合計画」を策定しました。

　それから早いもので10年が経過し、この間、活気あるまちづくりを目指し、各分

野において施策を進めてまいりました。

　しかしながら、現状は、少子化が進み、進学・就職を機に宇和島を離れる若者が多

くなっています。このような現状から、経済・雇用施策を強化し、働くことができる

環境をつくり、宇和島を元気にしていくことが最重要課題となっています。若者の中

には、宇和島が大好きで、誇りを持って宇和島で頑張っている人も多くいます。また、

一度宇和島を離れても、帰ってくる人もいます。そのため、この若者たちが活躍でき

る環境づくりを進めるとともに、幼少期からの郷土教育や、人との関係性を大切にす

る社会教育の重要性を強く感じています。

　本計画では、「継承・共育・発信のまち “世代を超えて、自然を愛し、歴史を誇る 

ふるさとうわじま”の実現を目指して」を、目指すべき将来像としました。この将来

像は、計画の策定にあたり実施した、ワークショップやアンケートでの市民の皆様の

ご意見を反映したものです。先人が大切に引き継いでこられた宇和島の魅力ある自然・

歴史・産業を、世代を超えて皆で学び、効果的に情報発信していく意味を込めています。

　このことは、本市の施策すべての原点になると考えています。この将来像を念頭に、

各施策に取り組んでまいります。そして、本市の魅力が市民の皆様はもちろんのこと、

全国の皆様に伝わるよう、ブランド力の向上をはじめとして、新しいことに挑戦して

いきたいと考えています。

　挑まなければ何も変わりません。トライ＆エラーの姿勢で、何事にもあきらめず、

粘り強く、全力を尽くしてまいりますので、市民の皆様におかれましても、より一層

のご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、本計画の策定にあたり、２ヵ年に渡り、熱心にご審議賜りま

した策定審議会委員の皆様をはじめとして、貴重なご意見をいただきました市議会議

員の皆様、ワークショップ、アンケートにご協力いただきました市民の皆様等、本計

画の策定に関わられたすべての方にお礼を申し上げます。

　そして、今後も次代の宇和島を創るため、「All Uwajima」で共に歩みましょう。

2018年３月

宇和島市長　岡原　文彰 

　2005年に、旧宇和島市、旧吉田町、旧三間町、旧津島町の４市町の合併によっ

て誕生した宇和島市は、宇和海に面し、豊かな自然環境と温暖な気候に恵まれ、

特色ある農林水産業のまちとして発展してきました。また、宇和島藩伊達家の史

跡、広域的な拠点都市としての機能、闘牛などの特色ある観光・交流資源といっ

た地域特性を有しています。

　本市では、これらの特性や資源を最大限に生かした“宇和島市らしい”まちづ

くりを市民とともに行っていくために、また、市民の福祉の増進が最も効果的・

効率的に行えるように、合併後初となるまちづくりの指針を2007年度に策定し

ました。2017年度を目標年度とする基本構想と、2012年度を目標年度とする

前期基本計画からなる第１次宇和島市総合計画「宇和島新時代への道」です。そ

の後、前期基本計画の終了年度である2012年度には、基本構想の終了年度であ

る2017年度を目標年度とする後期基本計画を策定しています。

　しかしこの間に、四国横断自動車道（西予宇和～津島岩松）の開通、世界的な

景気低迷の長期化、税収の伸び悩み、若者の流出や少子高齢化の一層の進行など、

本市を取り巻く社会経済情勢は大きく変化し、市民のニーズやライフスタイルそ

のものまでを変えようとしています。

　このような状況のもと、第１次総合計画の計画期間が2017年度末をもって終

了します。そこで、次代における本市の発展のため、市民の未来を見据えた政策、

施策の展開を明らかにし、市民全員の力を結集して計画的にまちづくりを進める

「第 2 次宇和島市総合計画」を策定しました。

総合計画策定

の趣旨

1



　本計画は、まちづくりの基本的方向を総合的かつ体系的に

示し、計画的に市政を運営していくための指針となるもので

あり、市の最上位計画として位置づけます。

　「基本構想」は目指すべき将来像と、それを実現するため

の政策や施策などを示したもの、「基本計画」は基本構想に

基づき、今後推進する施策の内容や主要事業などを各分野に

わたって体系的に示したもので、各分野の個別計画の基本と

なるものです。

　基本構想の期間は、2018年度から2027年度までの10年

間、基本計画の期間も同様ですが、時代の変化を勘案し、中

間年次の2022年度に見直しを図ります。

 

総合計画

個別計画

基本構想

●総合戦略　●観光戦略ビジョン　●地域福祉計画

●健康づくり推進計画　●高齢者福祉計画

●地域防災計画　●都市計画マスタープラン 　など

基本計画

2019年2018年 2021年2020年 2023年2022年 2025年2024年 2027年2026年

第2次宇和島市総合計画基本構想

基本計画（後期）基本計画（前期）

総合計画の

位置づけと構成

時代の潮流から

みた基本的課題

目指すべき

将来像

総合計画

の期間

2 4

5

3

　多様に変化する時代の潮流などから、本市における基本的

課題を整理します。

（１）人口減少・少子高齢化の対応

（２）経済の活性化

（３）子ども支援の充実

（４）健康・生きがいづくりの推進

（５）観光の振興

（６）防災体制・活動の充実

（７）情報力の向上

　私たちの宇和島市は、風光明媚な多島海「宇和海」と、複

雑な湾を屏風のように大切に囲む急峻な山々、そして、無数

の清流が流れる盆地からなります。この美しくも厳しい自然

環境と相対した先人たちは、斜面に石を積み、畑を切り拓き、

波静かな入り江を利用して、養殖業に活路を見出すなど、試

行錯誤の中から、常に新たな産業や洗練された文化を築いて

きました。私たちは、このような地域特性を生かしたまちづ

くりをみんなの力で大切に継承し、次世代を担う人材を共に

育て、みんなが誇りを持てるように情報を発信していきます。

継承・共育・発信のまち
“世代を超えて、自然を愛し、歴史を誇る　

ふるさとうわじま”の実現を目指して



１－１　農林業の振興

◦農業生産基盤の充実

◦担い手の育成

◦多様な人材の育成

◦農産物の生産性・品質・安全性の向上

◦特産品の開発

◦環境にやさしい農業の促進

◦地産地消の促進と消費の拡大

◦都市・消費者との交流の促進

◦計画的な森林整備の推進

◦林産物の生産振興

◦森林の保全と活用

１－２　水産業の振興

◦水産基盤・漁場環境の整備

◦経営体制の強化

◦水産物の品質・安全性の向上

　目指すべき将来像を踏まえ、本市の新たなまちづ

くりにおいて、すべての分野にわたって基本とする

姿勢及びまちづくりの政策目標（分野別政策の柱）

を次のとおり定めます。

◦水産技術の開発

◦環境にやさしい水産業の促進

◦新たな販路の開拓

◦地産地消の促進と消費の拡大

◦離島漁業の再生

１－３　商工業の振興

◦商業経営の支援

◦中小企業の体質強化

◦既存企業の活性化

◦創業の支援

◦企業誘致・留置の推進

◦宇和島地域のブランド化

１－４　観光の振興

◦観光団体の充実強化

◦観光関連団体の支援と連携

◦体験型観光の展開

◦広域観光体制の充実

◦インバウンド対策の強化

◦観光 PR 活動の強化

◦観光客の受入れ体制づくり

１－５　雇用対策と勤労者福祉の充実

◦雇用機会の確保と雇用の促進

◦勤労者福祉の充実

　豊かな農林水産資源を生かした

食の展開や、魅力ある観光資源の情

報発信を推進するとともに、雇用の

場の創出に努め、宇和島を活気づけ

ます。

　四国西南地域の中核病院である市

立宇和島病院の医療体制の充実をは

じめ、子どもから高齢者まで安心して

いきいきと暮らせるように、医療・福

祉・介護・子育て環境を充実します。

　市民同士のつながりや、市民と行

政等の協働により、宇和島の豊かな

生活環境を守るとともに、地震や津

波などの自然災害に備えた危機管

理体制を推進します。

◦農林業の振興

◦水産業の振興

◦商工業の振興

◦観光の振興

◦雇用対策と勤労者福祉の充実

◦健康づくり・医療体制の充実

◦地域福祉の充実

◦子育て支援の充実

◦高齢者支援の充実

◦障がい者支援の充実

◦社会保障の充実

◦環境自治体の形成　◦水道の整備

◦下水道の整備 ◦廃棄物処理体制の充実

◦墓地・斎場の整備

◦公園の整備と緑化の推進

◦消防・防災体制の充実

◦交通安全・防犯体制の充実

◦消費者対策の充実

豊かな資源と

魅力あふれる産業

人でにぎわううわじま

だれもが充実した人生を

過ごせる思いやりのまち

うわじま

美しい自然とともに生き

快適さと安全が両立する

支えあううわじま

にぎわい 思いやり 支えあい

まちづくりの姿勢

及び施策の体系
前期基本計画

6 7

政策目標 政策目標 政策目標

1 2 3

　四国西南地域の中核都市としての

役割を果たすため、近隣自治体との

連携を深め、市内外の人が住みたい

まちづくりを推進します。

　世代を超えた共育で、次世代を担

う「宇和島人」を育成し、伊達文化

をはじめとした宇和島の歴史文化を

継承し、より発展させていきます。

　すべての人が尊重され、お互いを

思いやり、多様性を重んじる社会

の形成を目指して、市民と行政が共

に歩むまち宇和島をつくっていきま

す。

◦計画的な土地利用の推進

◦市街地の整備

◦景観の形成

◦住宅施策の推進

◦道路・交通網、港湾の整備

◦情報化の推進

◦学校教育の充実

◦生涯学習の充実

◦スポーツの振興

◦文化芸術の振興と文化財の保存・整備・活用

◦青少年の健全育成

◦国際化・地域間交流の推進

◦人権尊重社会の確立

◦男女共同参画社会の形成

◦コミュニティの育成

◦市民と行政との協働体制の確立

◦自立した公共経営の推進

暮らしやすく集いやすい

便利で安全なまち

住みよいうわじま

すべての人がよく学び

新たな時代を語り合う

学びあううわじま

すべての人が尊重され

市民と行政が共に歩む

うわじま

住みよさ 学びあい 共に歩む

政策目標 政策目標 政策目標

4 5 6

にぎわい

政策目標

1



３－１　環境自治体の形成

◦環境自治体の形成に向けた体制の整備

◦地球温暖化対策

◦再生可能エネルギーの導入

◦自然環境の保全

◦公害の防止

◦市民主体の環境美化・保全活動の促進

３－２　水道の整備

◦安心・快適な給水の確保

◦災害対策の充実

◦水道運営基盤の強化と広域化の推進

３－３　下水道の整備

◦全市的な汚水処理体制の整備

◦公共下水道の経営安定化及び水洗化率の

向上

◦漁業集落排水施設の適正管理及び水洗化

率の向上

◦合併処理浄化槽の設置促進

◦浸水対策の強化

３－４　廃棄物処理体制の充実

◦ごみ処理・リサイクル体制の充実

◦ 3 R 運動の促進

◦適正なし尿処理の推進

２－１　健康づくり・医療体制の充実

◦健康づくり推進体制の整備

◦市民主体の健康づくり活動の促進

◦食育の推進

◦母子保健の充実

◦健康診査・指導等の充実

◦精神保健の充実

◦感染症対策及びその他啓発事業の充実

◦市立病院の充実と相互連携

◦へき地・離島の診療体制の充実

◦救急医療体制の充実

◦食の安全・安心の確保

２－２　地域福祉の充実

◦地域福祉推進体制の整備

◦地域福祉を推進する人づくり

◦地域福祉の基盤整備

◦地域福祉に関する連携の構築

◦地域における安全・安心の確保

２－３　子育て支援の充実

◦子育て支援推進体制の整備

◦地域における子育て支援の充実

◦子どもと母親の健康の確保

◦教育環境の整備

◦子育てを支援する生活環境の整備

◦子どもの安全確保

◦要保護児童等への対応の推進

３－５　墓地・斎場の整備

◦共葬墓地の適正管理

◦斎場の整備充実と適正管理

３－６　公園の整備と緑化の推進

◦公園・緑地整備の総合的推進

◦既設公園の改良と管理体制の充実

◦緑化の推進

３－７　消防・防災体制の充実

◦防災意識の普及啓発

◦地域に根ざした防災活動の促進

◦消防団組織の充実強化

◦常備消防との連携

◦市役所の全庁的な危機対応力の向上

◦防災施設等の整備充実

◦治山・治水対策の推進

◦原子力防災対策の推進

◦武力攻撃等緊急事態対策の推進

３－８　交通安全・防犯体制の充実

◦交通安全に関する啓発等の推進

◦交通安全施設の整備

◦防犯に関する啓発等の推進と地域安全活

動の促進

◦防犯環境の整備

３－９　消費者対策の充実

◦消費者教育・啓発等の推進

◦消費生活相談窓口の充実

２－４　高齢者支援の充実

◦高齢者支援推進体制の整備

◦地域包括ケアシステムの構築

◦介護保険サービスの提供

◦支えあいによるまちづくり

◦自立生活への支援

◦認知症高齢者支援体制の整備

◦社会参画と生きがいづくりの支援

２－５　障がい者支援の充実

◦障がい者支援推進体制の整備

◦啓発活動、情報提供等の充実

◦生活支援の充実

◦教育・育成の充実

◦就労機会の拡大と社会参加の促進

◦生活環境整備の推進

◦保健・医療サービスの充実

２－６　社会保障の充実

◦生活困窮者への対応の充実

◦国民健康保険事業の健全化

◦後期高齢者医療制度の適正な運営

◦国民年金制度の周知

思いやり

政策目標

2 支えあい

政策目標
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５－４　文化芸術の振興と

文化財の保存・整備・活用

◦文化芸術にふれる機会の充実

◦文化芸術団体の育成

◦文化施設の整備充実

◦文化財の保存・整備・活用

◦歴史文化施設の活用

５－５　青少年の健全育成

◦青少年健全育成体制の整備

◦少年センター事業の充実

◦家庭・地域の教育力の向上

◦豊かな人間性を育む地域活動の促進

◦青少年団体の育成

５－６　国際化・地域間交流の推進

◦国際感覚あふれる人材の育成

◦国際交流の推進

◦姉妹都市交流の推進

６－１　人権尊重社会の確立

◦人権教育・啓発推進体制の整備

◦あらゆる場を通じた人権教育・啓発の推

進

◦同和地区内の学習活動等の促進

４－１　計画的な土地利用の推進

◦計画的な土地利用に向けた体制の整備

◦適正な土地利用への誘導

◦地籍調査事業の推進

４－２　市街地の整備

◦市街地整備体制の確立

◦適正な市街地形成の誘導

４－３　景観の形成

◦市街地の文化的景観の形成

◦遊子水荷浦の段畑の保存・管理・活用

◦津島地区岩松の伝統的な町並みの保存整

備

４－４　住宅施策の推進

◦良好な住環境の整備

◦市営住宅の整備・管理

◦移住・定住の促進に向けた情報発信

４－５　道路・交通網、港湾の整備

◦四国縦貫・横断自動車道の整備促進

◦国・県道の整備促進

◦市道等の整備

◦快適な道路空間の形成

◦公共交通の充実

◦港湾の整備

６－２　男女共同参画社会の形成

◦男女共同参画社会の実現に向けた体制の

整備

◦男女共同参画社会の形成の促進

◦各家庭への男女共同参画の推進に対する

啓発活動

６－３　コミュニティの育成

◦コミュニティ活動の活性化支援

◦コミュニティ施設の整備充実

６－４　市民と行政との協働体制の確立

◦市民と行政との情報・意識の共有化

◦多様な分野における市民及び民間の参

画・協働の促進

◦まちづくりの担い手の育成と活動の支援

６－５　自立した公共経営の推進

◦健全で持続可能な財政運営の推進

◦効果的・効率的な行政サービスの提供

◦組織体制の充実

◦窓口サービスの充実

◦広域行政の推進

４－６　情報化の推進

◦ ICT を利活用した便利で安全・安心な

地域づくり

◦市民本位の効率的な電子行政の実現

◦情報化の環境づくり

５－１　学校教育の充実

◦幼稚園教育の充実

◦生きる力を育む教育活動の推進

◦学校施設の整備と統廃合の検討・推進

◦心の問題への対応

◦学校給食の充実

◦教職員の資質・能力の向上

◦総合的な安全対策の推進

◦高等学校・高等教育機関との連携

５－２　生涯学習の充実

◦生涯学習推進体制の充実

◦生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

◦生涯学習社会を支える人づくり

◦特色ある生涯学習事業の展開

５－３　スポーツの振興

◦スポーツ施設の整備と利用促進

◦スポーツ団体の育成

◦スポーツ活動をサポートする環境づくり

住みよさ

政策目標

4

学びあい

政策目標

5

共に歩む

政策目標

6
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